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４
年
目
を
迎
え
た
R
U
R
A
L　

K
I
T
C
H
E
N
は
、
代
表
の
丸

野
さ
ん
ご
夫
婦
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し
て
働
い
て
い
た
日
々
か
ら
一
歩

踏
み
出
し
、
「
い
つ
か
自
分
の
店
を
持
ち
た
い
」
と
い
う
長
年
の
思
い

を
形
に
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
初
め
て
店
舗
を
内
見
し
た
際
、
目
の
前

に
広
が
る
田
園
風
景
に
心
を
奪
わ
れ
、
「
こ
の
景
色
を
眺
め
な
が
ら
コ

ー
ヒ
ー
を
飲
ん
だ
り
、
食
事
が
で
き
れ
ば
最
高
だ
」
と
感
じ
た
こ
と
が
、

お
店
づ
く
り
の
原
点
に
な
っ
た
と
話
さ
れ
ま
す
。
そ
の
思
い
を
形
に
し
、

景
色
を
切
り
取
る
よ
う
な
ワ
イ
ド
な
ガ
ラ
ス
面
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

店
舗
コ
ン
セ
プ
ト
で
大
切
に
し
た
の
は
、都
市
型
の〝
お
し
ゃ
れ
カ
フ
ェ
〞

で
は
な
く
、
町
中
の
食
堂
の
よ
う
に
「
こ
こ
に
来
れ
ば
な
ん
で
も
食
べ

ら
れ
る
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
存
在
で
あ
る
こ
と
。
和
食
・
洋
食
を
問

わ
ず
幅
広
い
定
食
や
セ
ッ
ト
を
揃
え
、
ま
だ
ま
だ
追
加
し
た
い
メ
ニ
ュ

ー
も
た
く
さ
ん
あ
る
そ
う
で
す
。
お
客
様
は
女
性
が
多
い
も
の
の
、
老

若
男
女
す
べ
て
の
方
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
工
夫
を
重
ね
て
い

ま
す
。
人
気
メ
ニ
ュ
ー
は
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
の
ミ
ッ
ク
ス
フ
ラ
イ
定

食
と
、
志
方
牛
を
使
っ
た
牛
す
じ
オ
ム
ラ
イ
ス
。
さ
ら
に
、
ぬ
か
漬
け

ソ
ム
リ
エ
の
資
格
を
持
つ
丸
野
さ
ん
考
案
の
「
ぬ
か
漬
け
定
食
」
も
好

評
で
す
。
モ
ー
ニ
ン
グ
で
は
、
甘
さ
と
し
ょ
っ
ぱ
さ
の
バ
ラ
ン
ス
が
癖

に
な
る
「
ワ
ッ
フ
ル
モ
ー
ニ
ン
グ
」
が
特
に
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

サ
ラ
ダ
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
は
４
種
類
（
し
ょ
う
が
・
ト
マ
ト
・
金
ご

ま
・
茎
わ
か
め
）
を
用
意
。
も
と
も
と
販
売
予
定
は
な
か
っ
た
も
の
の
、

「
家
で
も
食
べ
た
い
」
と
い
う
声
が
多
く
、
商
品
化
に
至
り
ま
し
た
。

お
店
で
味
わ
い
試
し
て
、
気
に
入
っ
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
購
入
で
き
る

の
は
、
飲
食
店
な
ら
で
は
の
強
み
だ
と
話
し
ま
す
。
ま
た
、
保
育
園
や

老
人
ホ
ー
ム
、
近
隣
の
総
合
体
育
館
か
ら
の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
需
要
も
増

え
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

メ
ニ
ュ
ー
数
が
多
い
こ
と
に
加
え
、
限
定
メ
ニ
ュ
ー
を
試
す
際
は
ス

タ
ッ
フ
も
含
め
て
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

「
こ
こ
ま
で
来
ら
れ
た
の
は
ス
タ
ッ
フ
の
お
か
げ
」
と
丸
野
さ
ん
は
語

り
ま
す
。
今
後
は
、
お
店
に
在
籍
す
る
パ
テ
ィ
シ
エ
と
と
も
に
「
ル
ー

ラ
ル
ベ
イ
ク
」
と
し
て
ク
ッ
キ
ー
や
ス
イ
ー
ツ
の
展
開
を
広
げ
る
計
画

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
「
ル
ー
ラ
ル
フ
ァ
ー
ム
」
と
し
て
畑
を
借
り
、

野
菜
づ
く
り
に
も
挑
戦
。
地
産
地
消
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

夏
に
は
毎
年
好
評
の
「
冷
や
し
う
ど
ん
」
が
限
定
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
登

場
し
ま
す
。
ダ
シ
や
具
材
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
で
き
、
自
分
好
み
の
一
杯

を
楽
し
め
る
の
が
魅
力
で
す
。
ぜ
ひ
一
度
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

　

季
節
ご
と
に
表
情
を
変
え
る
田
園
風
景
を
眺
め
な
が
ら
、
ゆ
っ
た
り

と
し
た
時
間
を
R
U
R
A
L　

K
I
T
C
H
E
N
の
手
作
り
料
理
と
と

も
に
、
心
ゆ
く
ま
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

「今月の“こんな日”」

青年部・女性会・異業種交流会

「印刷物入札」 他

関係機関からのお知らせ

「ワインは人生を豊かにするエッセンスです！」
　味季料理りんどう　
　　料理長/国際ワインソムリエ　宮本　隆太 さん
「人との出会いが広げてくれた可能性」
　宅食ライフ　加古川本店
　　代表 石本　靖 さん

合同会社ドキドキわくわく
　代表　島村　章弘 さん
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事業所データ
◆代表者
　代表取締役　丸野　仁
◆所在地　
　加古川市西神吉町宮前１６０
◆電　話
　０７９－４９７－５３７８
◆ホームページ
　
◆表紙写真
①田園風景に馴染む洋館風の店舗前で
　スタッフの皆さんと（写真中央が代
　表の丸野さんご夫婦）
②③④人気メニューをご紹介！左から
　順に「牛すじオムライス」、「ワッフル
　モーニング」、「ぬか漬け定食」です。
　サラダドレッシングは、しょうが味が
　圧倒的な人気だそうです。
⑤⑥パティシエが作るクッキーや、夏
　にぴったりのかき氷もぜひご賞味く
　ださい。
⑦丸野さんご夫婦にお店のこだわりや、
　スタッフとのエピソードなどお話を
　頂きました。
⑧⑨⑩田園風景が一面に広がる店内で、
　自然の温もりに包まれた広々とした
　店内。テラス席もご用意されていま
　す。

まるの    ひとし
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皆さまの声をお聞かせください（アンケート回答はこちら）
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特　集

※「ものづくり補助金」と「新事業進出補助金」は2026年度中に統合され、新制度となる予定です

補助金活用のために知っておきたいポイント
　補助金は、国や自治体の政策目標（目指す姿）に合わせて、さまざまな分野で募集されており、事業者の取
り組みをサポートするために資金の一部を交付するというものです。しかし、融資や助成金とは性質が大きく
異なりますので、申請を考える際には、以下の３つのポイントを必ず押さえておきましょう。　　　　　　　
　　

審査の観点から見る　計画書作成の４つのポイント
　　補助金には必ず採択の可否に関わる審査基準が公表されています。ここでは持続化補助金の採択審査
に関する「審査の観点」に沿って、どのような内容を計画書に書くべきか解説します。

　中小企業・小規模事業者を取り巻く経営環境は、人手不足やコスト高などにより激変を続けています。この
困難を乗り越え、持続的な成長を遂げるための強い味方となるのが「補助金」です。本特集では、小規模事業
者持続化補助金を中心に、補助金の基本的なルールや、計画書作成のポイントについて分かりやすくお伝えし
ます。

参考・出典：小規模事業者持続化補助金（一般型 通常枠）　「第20回公募要項」
　　　　　　経済産業省（ミラサポplus）「人気の補助金」、「補助金とは」     

本記事の内容は2026年6月時点の情報に基づいています。最新の公募要項や詳細は必ず公式HP等でご確認ください。

1：原則「後払い」
　補助金の有無や金額は「事前
の審査」と「事後の検査」によ
って決まります。また、原則、
補助金は後払い（精算払い）な
ので、事業の実施後に必要書類
を提出して検査を受けた後、受
け取ることができます。　　　
　　

×悪い例
　「当社には長年培った素晴らしい技術があり、
顧客から好評を得ている。しかし最近は認知度
不足で売上が落ちている。」

◎良い例（客観的な事実・数値）
　「当社の●●加工技術は市内で唯一対応可
能であり、顧客アンケートでは『他社より納期が
３日早い』と85%が回答頂き、リピートにもつな
がっている。一方で、Web発信力不足により新
規顧客（BtoC層）の獲得が過去３年で10%減少
していることが経営課題である。」

・制度概要：小規模事業者持続化補助金（＝持続化補助金）は、小規模事業者が自社の経営を見直し、
　自らが持続的な経営に向けた経営計画を作成した上で行う販路開拓や生産性向上の取組を支援する
　制度です。
・補助上限：50万円（※）
・補助率：２／３以内（賃金引上げ特例のうち赤字事業者は３／４）
（※）特例による増額：「賃金引上げ特例」を活用することで150万円が上乗せされ、上限が200万
　　　円まで引き上がります。さらに、免税事業者が適格請求書発行事業者に転換した場合は「イン
　　　ボイス特例」として 50万円が上乗せされるため、最大で250万円の補助上限となります。そ
　　　れぞれの特例を受ける場合には一定の要件が必要となるため、必ず公募要項で要件をご確認く
　　　ださい。

2：「全額補助」ではない
　補助金は、必ずしもすべての
経費がもらえる訳ではありませ
ん。事前に補助対象となる経
費・補助の割合・上限額などを
確認しましょう。

3：厳格な「審査」がある
　融資などとは異なりお金を返
済する必要はありませんが、補
助金には審査があるので、「申
請したら必ずもらえる」という
ものでは
ありませ
ん。

自社に合うのはどれ？　主要な補助金ラインナップと活用イメージ

一般型（通常枠）の基本情報

①自社の経営状況分析の妥当性

あなたは対象？「小規模事業者」の要件

小規模事業者持続化補助金の活用と審査のポイント

本特集ではこの補助金を中心に解説します

●【審査の観点】自社の経営状況を適切に把握し、自社の製品・サービスや自社の強みや弱みも適切
　に把握しているか。
⇒自社の製品・サービスの特徴、これまでの実績を適切に把握できているかが問われます。単に「丁
寧な接客」と書くのではなく、リピート率の数値や、実際のお客様からのアンケート結果など、他社
にない優位性を「客観的な事実・数値」で示しましょう。

　　　　小規模事業者持続化補助金では、下記に該当する法人、個人事業主、特定非営利活動法人が
対象です。自社が該当するかどうか要件は申請前に必ずご確認ください。（※常時使用する従業員の
考え方や、補助対象者のその他の要件については公募要項等をご確認ください。）
商業・サービス業（宿泊業・娯楽業除く）

サービス業のうち宿泊業・娯楽業

製造業その他

常時使用する従業員の数 5人以下

常時使用する従業員の数 20人以下

常時使用する従業員の数 20人以下

100億円
以上

10億円
以上

売上規模
イメージ

投資規模
イメージ

100億円 10億円

－ －

10億円 1億円

10億円 1億円
－ －

数千万円

数千万

５千万円

５千万円

－

数百万

主な経営課題

売上拡大 高付加価値化 省力化・デジタル化 新事業挑戦

中堅等大規模成長投資補助金

持続化補助金

ものづくり
補助金※

新事業進出
補助金※

持続化補助金
（創業型）

成長
加速化
補助金

事業
継承
M&A
補助金

デジタル化
・

AI補助金

省力化
投資
補助金
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特　集

②経営方針・目標と今後のプランの適切性
●【審査の観点】経営方針・目標と今後のプランは、自社の強みや弱みを踏まえており、
　売上高・売上総利益の増加を目指すものとなっているか。 
●【審査の観点】経営方針・目標と今後のプランは、対象とする市場（商圏）や顧客のニーズを捉え
　たものとなっており、売上高・売上総利益の増加を目指すものとなっているか。
⇒やりたいことだけを並べても採択されません。ターゲットとする商圏の人口動態や、顧客の最新ト
レンド（例：コスパ重視、インバウンド需要の増加など）を分析し、「市場にこういうニーズがある
から、当社の強みを活かしてこの新サービスを展開する」という論理的な繋がりを記述します。

③補助事業計画の有効性

×悪い例
　「補助金を使ってチラシを印刷し、近隣に
配布して新規顧客を増やし、
売上を向上させたい。」

◎良い例（客観的な事実・数値）
　「当社のノウハウを活かして、新規事業の高
齢者向け配食サービスを開始する。その周知の
ため、播磨エリアの65歳以上世帯を対象にポス
ティングチラシを5,000枚配布する。過去の類
似施策の反響率（0.2%）に基づき、新規顧客10
名を獲得し、月商15万円の増加を見込む。」　
　

●【審査の観点】補助事業計画の効果は、客観的事実に基づいて目標の設定がされており、売上高・
　売上総利益の増加を目指すものとなっているか・・・他
⇒補助金を使って行う「販路開拓」の取り組みについて記述します。「チラシを配る」「ホームペー
ジを作る」という手段だけを書くのはNGです。「誰に・何を・どのように」届けて、どれくらいの
効果を見込むかを定量的に示しましょう。他にも、SNS広告やECサイト構築など「デジタル技術を
有効活用する計画」や、「技術・ノウハウ・アイデアに基づいている計画」であることも審査項目の
１つになっています。

申請受付開始：11月５日㈭ 
事業支援計画書（様式４）発行の受付締切：12月４日㈮
申請受付締切：12月15日㈫17時
　現在、申請受付は「電子申請システム」でのみ受け付け
ています。電子申請を行うにはGビズIDプライムのアカウ
ントが必ず必要になります。取得については右記のQRコー
ドをご確認ください。　　　　　　　　 ④積算の透明・適切性

×悪い例
　・広報費　チラシ・パンフレット印刷
２0万円　×　一式

◎良い例（客観的な事実・数値）
・広報費　新サービス・商品の周知用パンフレット
 （デザイン費5万円、印刷20,000部×2.5円=5万円）
•広報費　新サービス・商品の紹介用ポスター
 （デザイン費２万円、印刷1６,０００部×５円＝８万円）

●【審査の観点】補助事業計画に合致した事業実施に必要なものとなっているか。 
●【審査の観点】事業費の計上・積算が正確・明確で、真に必要な金額が計上されているか
⇒汎用性が高く目的外使用になりえるもの（車・オートバイ・パソコン等）や、仕入や消耗品などの
対象外経費が入っていないか、対象とする経費は「今回の販路開拓・計画達成に必要不可欠な経費で
ある」という因果関係を計画書内に明記し、積算根拠は出来る限り具体的に記載しましょう。

持続化補助金「審査の観点」と計画書の関連性
　審査の観点を元に計画書を作成する際には、各セクションの一貫性や整合性を意識することが重要で
す。以下は当所の個別経営相談会を担当頂いている中小企業診断士の小西先生が「審査の観点」をまと
めた図表になります。こちらも計画書作成の際にご確認ください。計画書作成についてのご相談もお待
ちしております（※経営相談会は要予約　TEL：０７９－４２４－３３５５）

※「補助事業計画」は「経営方針・目標・今後のプラン」の一部であり、両者に整合性が求められる。
※事業者が持つ「技術・ノウハウ等」を基にした取組であることが必要（基礎審査）。

　次号では小規模事業者だけなく、中小企業等も活用できる「デジタル化・AI補助金」、「省力化補助
金（カタログ型）、兵庫県の「稼ぐ力の強化に向けた設備投資事業」について解説予定です。

第20回
持続化補助金ＨＰ
（商工会議所地区）

ＧビズID
アカウントについて

問い合わせ先・参考資料

小規模事業者持続化補助金「審査の観点」の構成

次回のスケジュール（第20回公募）

○経営状況の適切な把握

○強み・弱み
・自社の製品・サービス
　の強み・弱みを把握し
　ている。
・自社の強み・弱みを把
　握している。

○顧客ニーズと市場動向
※顧客ニーズ＝顧客の求
　めていること。
※市場＝商圏の状況・競
　合の動向等のこと。

○経営方針・目標・今後のプラン
・強み・弱みを踏まえている。
・市場（商圏）・顧客ニーズを捉えている。
・売上高・売上総利益の増加を目指している。
  ○補助事業計画
  ・売上高・売上総利益の増加を目指している。
  ・客観的事実に基づいた売上高・売上総利益の増加が見込める。
  ・具体的かつ客観的事実に基づいている。
  ・補助事業計画の効果は客観的事実に基づいて目標設定されている。
  ・当該小規模事業者にとって実現可能性が高い。
  ・販路開拓を通じて経営計画の今後の方針・目標を達成に必要かつ有効。
  ・技術・ノウハウ・アイデアに基づき、ターゲットとする顧客や市場にとって
  　新たな価値を生み出す商品・サービスまたはそれらの提供方法を有する。
  ・デジタル技術の有効活用する取り組みが見られる。
  ・補助事業により取得した資産について、補助事業終了後も継続して事
  　業展開に役立てることが明確。
  ・事業費は補助事業計画に合致しており事業実施に必要。
  ・事業費の積算が正確・明確で真に必要な金額が計上されている。
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　りんどうの料理長であり、日本人初の
国際ソムリエ資格でゴールド認定を受け
た宮本さんに、ワインの魅力と楽しみ方
についてお話をお伺いしました。

苦
手
だ
っ
た
ワ
イ
ン
が
、

世
界
を
変
え
て
く
れ
ま
し
た

　
私
は
修
業
時
代
に
出
会
っ
た
一
杯
の
白
ワ

イ
ン
を
き
っ
か
け
に
、
ワ
イ
ン
の
世
界
に
興

味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
も
と
も
と
お
酒
が
得
意
で
は
な
く
ワ
イ
ン

も
苦
手
で
し
た
が
、
料
理
の
経
験
を
積
む
中

で
質
の
高
い
ワ
イ
ン
に
触
れ
、
「
こ
ん
な
に

美
味
し
い
白
ワ
イ
ン
が
あ
る
の
か
」
と
考
え

方
が
覆
り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
も
っ
と
深
く

知
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
料
理
人
と

し
て
埋
も
れ
た
く
な
い
と
い
う
思
い
も
あ
っ

て
、世
間
で
は
珍
し
い
〝
料
理
人
ソ
ム
リ
エ
〞

を
目
指
し
ま
し
た
。
日
本
ソ
ム
リ
エ
協
会
の

資
格
取
得
後
、
さ
ら
に
高
み
を
目
指
し
て
国

際
ソ
ム
リ
エ
協
会
の
試
験
に
二
度
挑
戦
し
、

日
本
人
で
初
め
て
ゴ
ー
ル
ド
認
定
を
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

料
理
長
で
あ
り
、
ソ
ム
リ
エ
だ
か
ら

で
き
る
こ
と

　
現
在
は
り
ん
ど
う
の
料
理
長
と
し
て
、
料

理
と
ワ
イ
ン
の
ペ
ア
リ
ン
グ
に
日
々
向
き
合

っ
て
い
ま
す
。
お
互
い
に
邪
魔
を
し
な
い
組

み
合
わ
せ
は
あ
っ
て
も
、
引
き
立
て
合
う
ペ

ア
リ
ン
グ
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
当
店
で
は
、
料
理
人
で
あ
る
私
自
身
が
ソ

ム
リ
エ
も
兼
ね
て
い
る
た
め
、
ワ
イ
ン
に
合

わ
せ
て
料
理
や
味
付
け
を
調
整
で
き
ま
す
。

こ
れ
は
他
店
に
は
な
い
大
き
な
強
み
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ワ
イ
ン
は
「
難
し
い
」
「
ハ
ー
ド

ル
が
高
い
」
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
も
っ

と
身
近
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
お
客
さ
ま
か
ら
の
質
問
や
悩
み

が
き
っ
か
け
で
始
め
た
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ロ
ン

で
は
、
翌
日
か
ら
楽
し
め
る
ワ
イ
ン
の
選
び

方
や
、
家
庭
で
で
き
る
簡
単
な
ペ
ア
リ
ン
グ

の
コ
ツ
な
ど
を
、
ビ
ギ
ナ
ー
の
方
に
も
分
か

り
や
す
く
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

初
心
者
で
も
大
丈
夫

 〝
ワ
イ
ン
を
楽
し
む
た
め
の
コ
ツ
〞

　
ワ
イ
ン
を
楽
し
む
う
え
で
大
切
な
の
は
、

「
誰
と
・
ど
こ
で
・
ど
ん
な
風
に
」
飲
む
か

と
い
う
こ
と
で
す
。
ワ
イ
ン
は
誰
か
と
分
か

ち
合
う
飲
み
物
で
す
の
で
、
そ
の
場
の
空
気

や
一
緒
に
い
る
人
と
の
関
係
性
で
味
わ
い
も

変
わ
り
ま
す
。

 

ご
自
宅
で
美
味
し
く
味
わ
う
た
め
に
は
、

ま
ず
ワ
イ
ン
専
用
の
グ
ラ
ス
を
用
意
す
る
こ

と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
香
り
は
美
味
し
さ

を
決
め
る
重
要
な
要
素
で
す
の
で
、
赤
白
兼

用
の
グ
ラ
ス
を
一
つ
持
つ
だ
け
で
、
ワ
イ
ン

の
世
界
が
ぐ
っ
と
広
が
り
ま
す
。
ま
た
、
価

格
以
上
の
満
足
感
を
求
め
る
な
ら
、
南
ア
フ

リ
カ
産
の
ワ
イ
ン
も
お
す
す
め
で
す
。

ワ
イ
ン
は
人
と
人
を
つ
な
ぐ
飲
み
物

　
元
々
お
酒
が
得
意
で
は
な
か
っ
た
私
で
す

が
、
ワ
イ
ン
と
出
会
っ
て
人
生
が
豊
か
に
な

り
、
日
常
が
カ
ラ
フ
ル
に
な
り
ま
し
た
。
料

理
の
選
び
方
や
お
店
の
楽
し
み
方
も
広
が
り
、

た
く
さ
ん
の
ご
縁
を
運
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

ワ
イ
ン
は
人
と
人
を
つ
な
ぐ
飲
み
物
で
あ
り
、

人
生
を
変
え
る
エ
ッ
セ
ン
ス
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。
少
し
で
も
興
味
を
持
た
れ
た
方
は
、

ぜ
ひ
お
気
に
入
り
の
一
本
を
探
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

ワ
イ
ン
は
人
生
を
豊
か
に
す
る

　
　
　
　
　
　
エ
ッ
セ
ン
ス
で
す
！

ワ
イ
ン
は
人
生
を
豊
か
に
す
る

　
　
　
　
　
　
エ
ッ
セ
ン
ス
で
す
！

味季料理りんどう　
料理長/国際ワインソムリエ

宮本　隆太  さん
みやもと りゅうた
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エッセイ

　
私
は
、
軽
貨
物
運
送
の
事
業
を

一
人
で
始
め
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
毎
日
朝
か
ら
夜

ま
で
走
り
続
け
れ
ば
、
そ
の
分
だ

け
売
上
に
な
る
世
界
で
す
。
自
分

の
頑
張
り
次
第
で
収
入
が
増
え
る

こ
と
に
や
り
が
い
を
感
じ
る
一
方

で
、
次
第
に
「
一
人
で
動
け
る
時

間
に
は
限
界
が
あ
る
」
と
強
く
意

識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
も
っ
と
事
業
を
大
き

く
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
小

売
業
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
思
う
よ
う
に
は
い
か
ず
、
結

果
と
し
て
失
敗
を
経
験
し
ま
し
た
。

経
営
の
難
し
さ
を
痛
感
し
、
自
分
自
身
の
未

熟
さ
を
感
じ
た
時
期
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
で
、
現
在
も
一
緒
に
働
い
て
く

れ
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
た
ち
と
出
会
い
ま
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
の
み
ん
な
は
、
仕
事
に
対
し
て
前

向
き
で
、
責
任
感
も
強
く
、
私
一
人
で
は
気

づ
け
な
か
っ
た
部
分
に
も
目
を
向
け
て
く
れ

る
存
在
で
し
た
。
人
を
雇
う
と
い
う
こ
と
は

簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
教
え
る
難
し
さ
や

責
任
の
重
さ
を
感
じ
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
れ
以
上
に
「
一
人
で
は
で
き
な

い
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
」
と
い
う
大

き
な
可
能
性
を
実
感
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
軽
貨
物
運
送
の
仕
事
を
続
け
る
中
で
、
私

は
再
び
限
界
を
感
じ
始
め
て
い
ま
し
た
。
ど

れ
だ
け
頑
張
っ
て
も
、
自
分
や
ス
タ
ッ
フ
が

動
け
る
時
間
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん

な
頃
、
個
人
宅
へ
の
配
達
を
通
じ
て
、
高
齢

者
の
お
客
様
と
接
す
る
機
会
が
増
え
て
い
ま

し
た
。
　

　
荷
物
を
受
け
取
る
際
に
『
今
日
は
誰
と
も

話
し
て
い
な
か
っ
た
』
、
『
い
つ
も
あ
り
が

と
う
』
と
声
を
か
け
て
く
だ
さ
る
方
も
多
く
、

こ
の
地
域
に
は
想
像
以
上
に
高
齢
者
の
方
が

多
い
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
た
だ
物
を
届

け
る
だ
け
で
は
な
く
、「
人
と
の
つ
な
が
り
」

そ
の
も
の
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
私
は
、
「
こ
の
ス
タ
ッ
フ
た
ち
と

な
ら
、
新
し
い
挑
戦
が
で
き
る
」
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
配
達
だ
け
で
は
な
く
、
食
事
を
通
じ
て
地

域
の
高
齢
者
を
支
え
る
配
食
サ
ー
ビ
ス
な
ら
、

自
分
た
ち
の
経
験
も
活
か
せ
る
。
そ
う
思
い
、

新
事
業
と
し
て
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
る
決

断
を
し
ま
し
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
新
し
い
事
業
に
も
不
安
は
あ

り
ま
す
。
で
す
が
、
一
人
で
始
め
た
頃
と
は

違
い
、
今
は
支
え
て
く
れ
る
仲
間
が
い
ま
す
。

事
業
は
決
し
て
一
人
だ
け
で
は
大
き
く
で
き

ま
せ
ん
。
人
と
の
出
会
い
に
支
え
ら
れ
な
が

ら
、
少
し
ず
つ
前
へ
進
ん
で
い
る
こ
と
を

日
々
感
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
さ
ま
に
必
要
と
し

て
い
た
だ
け
る
存
在
を
目
指
し
、
人
と
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
歩
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

「人との出会いが広げてくれた可能性」

住 所

T E L
営業内容

：

：
：

加古川市加古川町粟津３８４－１　
ノアズアーク１－２号室 
０７９－４９０－６１４４
配食サービス業

石本　靖宅食ライフ　加古川本店　代表
いしもと やすし

笑顔で配達！スタッフの井渕さんと石本さん
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　　（同）ドキドキわくわくの歩みを教えてくだ
さい。
　　相談支援事業所として2021年に開業しまし
た。創業前は障害者支援施設に約18年従事し、
管理職としてグループホームの立ち上げなどに
も携わりました。現場での仕事を経験する中で
個人的な転機を受け、独立を考えました。
　相談支援事業所とは、障害者のための「ケア
マネージャー」のような存在です。相談者の希
望や課題を聞き取り、その人に合った支援へと
つなげる役割を担っています。0歳から65歳ま
での障害者を対象に、働く・住むなどのすべて
のライフプランに関わっています。

　　他社と違うこだわりはありますか？
　　なんといっても事業所名の「ドキドキわく
わく」です。障害を持つ方々に、少しでも笑顔
で楽しく過ごしてもらえるような、ドキドキ・
わくわくする福祉事業所をつくりたいという思
いを込めています。
　生活のすべてに携わっており、幅広い分野に
わたるサービスをつなぐための専門的なアプロ
ーチを行っています。

　　商工会議所はどのように活用しています
か？
　　青年部に加入している知人から「向いてい
るよ」と後押しされ、昨年加入しました。積極
的に委員会や事業へ参加し、OBの方々を含めて
広いつながりを持つことができました。このつ
ながりは仕事にも活きており、相談者の「給湯

機が壊れた…」「エアコンの掃除ができない…」
といった日常の困りごとに、青年部の会員事業
所を紹介させていただいています。顔が見える
分安心して任せられるので、とても助かってい
ます。
　一般企業の経営を学びながら、こちらからは
福祉の知識をお伝えするなど、相互に学び合え
る関係性も魅力のひとつです。
　中でも同級生の集まりである“56年会”は個性
の強いメンバーたちですが、加入歴の浅い自分
を受け止めてくれる大切な存在です。
　人脈をひろげたい方は、勇気を出して一歩飛
び込めば、必ず温かく受け止めてくれる仲間が
いますよ。

　　今後の目標を教えてください。
　　少しでも差別が無くなるように、啓蒙活動
にさらに力を入れていきたいと考えています。
例えば小学生や未就学児の段階から、障害につ
いて「知ってもらう」機会をつくりたいです。
車いすの体験などを通じて福祉の仕事について
も知ってもらい、将来の夢として目指してもら
えるような環境をつくっていきたいです。
　また、一般企業と障害者の就労をつなぐ事業
にも取り組んでいきたいです。人材不足の解消
と働く機会の創出を両立するお手伝いができれ
ばと考えています。あわせて若手スタッフの育
成にも力を注いでいきます。
　差別のないよりよい地域を目指して、これか
らも頑張ってまいります！障害福祉に関するお
困りごとがありましたら、ぜひご相談ください。
　

Q

A

Q
A

Q
A

Q

A

会員事業所紹介会員事業所紹介

加古川商工会議所を活用し、さらなる飛躍に向け
「一歩」を踏みだした会員さんを紹介します。　
加古川商工会議所を活用し、さらなる飛躍に向け
「一歩」を踏みだした会員さんを紹介します。　

Step Up!Step Up!

相談支援事業所 れりごー
高砂市荒井町小松原１－７－６
TEL：０７９－４９０－５９２１

合同会社ドキドキわくわく
代表　島村　章弘

しまむら あきひろ

★

高砂高校●

山陽電鉄

山陽新幹線

相談支援事業所
れりごー

相談支援事業所
れりごー 加

古
川
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会員の皆さん、おめでとうございます！

「第72回優良従業員表彰式」を開催
　６月１日、加古川プラザホテルにおいて「第72回優良従業員表彰式」が開催され、会員企業から推薦
を受けた36事業所70名の受賞者が表彰されました。受賞者を代表して、住友金属鉱山㈱　播磨事業所
の藤井　孝司さんが謝辞とともに決意を述べました。
　栄えある受賞者は下記のとおりです。 （敬称略・順不同）

「第72回優良従業員表彰式」を開催

㈱松竹酒舗

㈱松竹酒舗

㈱ＹＫ商会

釡谷紙業㈱

釡谷紙業㈱

上月産業㈱

中島省悟税理士事務所

㈱ALC　デイサービスセンターあえる

㈱ALC　ヘルパーステーションあえる

㈱ALC　デイサービスセンターあえる加古川北サテライト

㈱ALC　ヘルパーステーションあえる

㈱ALC　介護相談室あえる

医療法人社団せいわ会　たずみ病院

医療法人社団せいわ会　たずみ病院

医療法人社団せいわ会　たずみ病院

医療法人社団せいわ会　たずみ病院

医療法人社団せいわ会　たずみ病院

ヘアーサロン Ｊ

ヘアーサロン Ｊ

㈱アルファ

㈱アルファ

社会福祉法人　博愛福祉会

社会福祉法人　博愛福祉会

社会福祉法人　博愛福祉会

社会医療法人社団順心会　順心リハビリテーション病院

社会医療法人社団順心会　介護老人保健施設　加西白寿苑

社会医療法人社団順心会　介護老人保健施設　加古川白寿苑

社会医療法人社団順心会　介護老人保健施設　白寿苑

㈱ＨＥＲ

ネクスト・ワン㈱

ネクスト・ワン㈱

オーマイ㈱　加古川工場

オーマイ㈱　加古川工場

多木化学㈱

オークラ工業㈱

村田　強

前田　温織

村上　俊

森　三代子

藤原　学

西海　三由紀

八木　翔平

佐野　博

里吉　絵里

中野　ゆうこ

石野　京子

小林　美星子

藤原　とも子

山崎　文子

岩崎　美保

松田　証子

高田　泰裕

溝上　由美子

小坂　渉

才原　真一

長尾　真歩

川崎　昭子

山本　有理

後藤　真澄

西村　敦子

高見　実

頼藤　ひとみ

中谷　政史

藤田　寿子

大村　雅人

小泉　仁志

柴山　清子

栢野　かよ子

向井　久倫

笹田　拓也

山下　修一

山田　真義

西村　考生

藤本　雅和

葉田　光範

中本　卓

藤井　孝司

西尾　勇二

光本　学

宇野　義則

谷本　將則

茶石　友裕

梶　慎吾

小林　加代子

松井　政智

真田　修準

田原　健二

中上　祐樹

柴田　正明

山本　真吾

藤本　洋次

今井　満由

谷山　彩香

多田　知可子

今田　直行

堀　正典

平山　文洋

藤森　和佐

島田　佑

丹羽　かおる

松尾　雄一郎

末松　由江

谷　俊祐

森川　和貴

大辻　寛

㈱丸十

㈱丸十

オークラ輸送機㈱

㈱シマブンコーポレーション　生産事業部　加古川事業所

㈱シマブンコーポレーション　生産事業部　加古川事業所

ニシカワ食品㈱

住友金属鉱山㈱　播磨事業所

ハリマ化成㈱　加古川製造所

ハリマ化成㈱　加古川製造所

㈱神戸製鋼所　加古川製鉄所

㈱不動産流通センター

㈱不動産流通センター

ＳＨＯＷＡ　ＧＲＯＵＰ㈱

ＳＨＯＷＡ　ＧＲＯＵＰ㈱

ミズノテック㈱

㈱関工エンジニア

㈲関工建設コンサルタント

中村重機商事㈱

オークラサービス㈱

オークラサービス㈱

㈱ＳＩＣ

㈱ＳＩＣ

㈱圓陣

㈱圓陣

三輪運輸工業㈱　加古川支店

三輪運輸工業㈱　加古川支店

木下運輸㈱

医療法人社団　奉志会

医療法人社団　奉志会

医療法人社団　奉志会

社会福祉法人　日の出福祉会

社会福祉法人　日の出福祉会

社会福祉法人　日の出福祉会

社会福祉法人　日の出福祉会

社会福祉法人　日の出福祉会

氏名 事業所名 氏名 事業所名

　

５
月
22
日
、
第
２
３
９
回
例
会
と
し

て
、
㈱
難
波
不
動
産
鑑
定　

不
動
産
鑑

定
士
の
難
波
里
美
氏
を
講
師
に
「
加
古

川
市
の
不
動
産
市
況
と
不
動
産
ビ
ジ
ネ

ス
の
展
望
―
イ
ラ
ン
情
勢
と
不
動
産
市

況
―
」
と
題
し
た
講
演
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

令
和
８
年
地
価
公
示
に
基
づ
き
、
全

国
の
地
価
の
特
徴
的
な
動
き
や
、
住
宅

賃
料
の
動
向
、
兵
庫
県
下
の
地
価
の
現

状
に
つ
い
て
解
説
が
あ
り
ま
し
た
。
特

に
加
古
川
市
に
は
詳
し
く
触
れ
、
住
宅

地
・
商
業
地
・
工
業
地
の
す
べ
て
の
種

別
で
地
価
上
昇
率
が
拡
大
し
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
解
説
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
イ
ラ
ン
情
勢
が
早
期
に
解

決
し
な
い
場
合
に
日
本
の
不
動
産
市
況

へ
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
住
宅
設
備

の
出
荷
停
止
に
伴
い
工
期
が
伸
び
る
こ

と
に
よ
る
「
建
築
費
コ
ス
ト
の
上
昇
」
、

イ
ン
フ
レ
の
過
熱
に
よ
る
「
金
利
の
上

昇
」
、
貿
易
摩
擦
の
再
燃
な
ど
に
よ
る

「
景
気
の
減
退
」
な
ど
が
予
測
さ
れ
る

と
述
べ
ま
し
た
。

　

講
演
会
終
了
後
は
情
報
交
換
会
が
開

催
さ
れ
、
出
席
者
相
互
の
懇
親
が
図
ら

れ
ま
し
た
。　
　

（
参
加
者
は
34
名
）

　

不
動
産
市
況
を
視
る

ー
金
融
・
不
動
産
業
部
会
を
開
催
ー

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

体
だ
よ
り

体
だ
よ
り

　

５
月
11
日
、
加
古
川
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

に
て
５
月
例
会
「
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
合
同
懇

親
会
〜
仲
間
と
共
に
、運
命
の
交
錯
〜
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
現
役
メ
ン

バ
ー
47
名
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
41
名
の
計
88

名
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
名
刺
交
換
や

歓
談
を
通
じ
て
、
世
代
や
立
場
を
超
え

た
交
流
を
深
め
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
例
会
で
は
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
皆
様

が
現
役
時
代
に
経
験
さ
れ
た
こ
と
や
、

現
役
メ
ン
バ
ー
へ
伝
え
た
い
想
い
を
共

有
す
る
「
想
い
ボ
ー
ド
」
を
設
置
し
、

さ
ら
に
先
輩
方
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

実
施
し
ま
し
た
。
加
古
川
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
こ

れ
ま
で
歩
ん
で
き
た
歴
史
や
、
先
輩
方

が
築
い
て
こ
ら
れ
た

つ
な
が
り
、
活
動
に

込
め
ら
れ
た
想
い
を

直
接
学
ぶ
こ
と
が
で

き
、
大
変
貴
重
な
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

　

先
輩
方
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
想

い
を
胸
に
、
仲
間
と
繋
が
り
、
未
来
へ

繋
い
で
い
け
る
よ
う
、
今
後
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ

活
動
に
も
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

（
地
域
交
流
委
員
長　

森　

翔
太
）

　

未
来
へ
繋
ぐ

ー
Ｏ
Ｂ・Ｏ
Ｇ
合
同
懇
親
会
を
開
催
ー

  

青
　
年
　
部

山本会長による挨拶

会
議
所
の

会
議
所
の

令和８年度　加古川市功労者表彰　受章
【加古川商工会議所会頭などとして産業の振興に貢献】釡谷　和明  様（釡谷紙業㈱ 取締役名誉会長）
【町内会長として自治の振興に貢献】貴傳名　慧 様（㈱ミヤコ 会長）
【町内会長として自治の振興に貢献】藤原　浩晃 様（シオンプランニング㈱ 代表取締役）
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新役員もよろしくお願いします

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

体
だ
よ
り

体
だ
よ
り

　

５
月
26
日
、
加
古
川
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

に
て
令
和
８
年
度
定
期
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

商
工
会
議
所

女
性
会
の
歌
斉

唱
・
活
動
指
針

の
唱
和
が
行
わ

れ
、
続
い
て
第

19
期
善
積
美
代

子
会
長
の
あ
い

さ
つ
で
は
任
期

中
の
多
大
な
協
力
に
関
す
る
感
謝
と
と

も
に
、
今
後
の
女
性
経
営
者
へ
の
期
待

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
に
令
和
７
年
度
の
事
業
報
告
・
収

支
決
算
な
ら
び
に
第
20
期
役
員
選
任
と

職
務
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
、
第
20
期
池

澤
加
代
子
新
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。
続
い
て
令
和
８
年
度
の
事
業
計

画
・
収
支
予
算
案
が
審
議
の
う
え
承
認

さ
れ
た
後
、
立
花
早
苗
新
副
会
長
の
閉

会
の
あ
い
さ
つ
で
総
会
は
無
事
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
場
を
懇
親
会
へ
と
移
し
、

冒
頭
、
池
澤
新
会
長
は
新
体
制
に
お
け

る
抱
負
と
と
も
に
「
激
変
す
る
時
代
を

勝
ち
抜
く
た
め
の
対
応
力
を
発
信
す
る

女
性
会
で
あ
り
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
、

そ
の
熱
気
の
ま
ま
乾
杯
、
会
食
へ
と
進

み
ま
し
た
。
和
洋
折
衷
の
季
節
を
活
か

し
た
料
理
を
堪
能
し
な
が
ら
、
恒
例
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
笑
い
と
拍
手
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
前
監
事
の
関
千
咲
さ

ん
が
新
事
業
で
開
発
し
た
ビ
ー
ツ
ジ
ャ

ム
を
お
土
産
と
し
て
参
加
者
全
員
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
だ
さ
る
サ
プ
ラ
イ
ズ

も
あ
り
、
終
始
和
や
か
で
笑
い
と
活
気

に
満
ち
た
雰
囲
気
で
進
行
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
価
値
あ
る
女
性
会
を
目
指

し
て
い
こ
う
と
い
う
思
い
を
ひ
と
つ
に
、

懇
親
会
は
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
総
会
42
名
（
委
任
状
含
む
）
、

懇
親
会
27
名

　
　
　

（
副
会
長　

岡
本　

佐
起
子
）

　

新
役
員
を
選
任

ー
定
期
総
会
と
懇
親
会
を
開
催
ー

　
女
　
性
　
会

　

５
月
19
日
、
令
和
８
年
度
の
定
時
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
の
事
業
報
告
・
収
支
決

算
に
つ
い
て
審
議
し
、
原
案
ど
お
り
承

認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
役
員
選
任
を
行
い
、
次
の
と

お
り
新
役
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
８
年
度
の
事
業
計
画
・

収
支
・
予
算
等
に
つ
い
て
審
議
の
う
え

承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

予
算
・
決
算
を
審
議

ー
令
和
８
年
度
定
時
総
会
を
開
催
ー

  

異
業
種
交
流
会

　

会　

長　

西
村 

雅
文

　

副
会
長　

岩
﨑 

小
百
合

　

副
会
長　

奥
村 

洋
一

　

副
会
長　

石
野 

和
也

　

理　

事　

一
井 

よ
し
み

　

理　

事　

楠
田 

光
生

　

理　

事　

春
木 

英
行

　

理　

事　

栁
川 

詔
一

　

理　

事　

船
山 

英
宣

　

理　

事　

兼
松 

和
功

　
会
計
監
事　

芝
本 

忠
雄

　
会
計
監
事　

小
原 
陵
太

　

顧　

問　

仲
上 
常
幸

　

顧　

問　

喜
多 
美
雄

﹇
第
20
期
役
員
﹈

　

会　

長　

池
澤　

加
代
子

　

副
会
長　

岡
本　

佐
起
子

　

副
会
長　

立
花　

早
苗

　

副
会
長　

善
積　

美
代
子

　
会
計
理
事　

水
野　

和
美

　

理　

事　

伊
藤　

美
子

　

理　

事　

上
田　

圭
子

　

監　

事　

井
上　

恭
子

　

監　

事　

長
谷
川　

郁
子

　

当
所
よ
り
発
注
す
る
印
刷
物
に
関
し
、

競
争
見
積
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
内
容

に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
日
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
（
当
所
会
員
限
定
）

●
日　

時　

7
月
22
日
㈬
10
時
〜

●
場　

所　

加
古
川
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　
　

3
階
事
務
所

●
お
問
い
合
わ
せ　

総
務
管
理
課

　

TEL
0
7
9
‐
4
2
4
‐
3
3
5
5

　

当
所
で
は
、
左
記
の
と
お
り
公
用
車

を
購
入
い
た
し
ま
す
の
で
、
入
札
に
参

加
を
ご
希
望
の
か
た
は
説
明
会
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
（
当
所
会
員
限
定
）

●
日　

時　

７
月
22
日
㈬
11
時
〜

●
場　

所　

加
古
川
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　
　

３
階
事
務
所

●
購
入
車
両

　
　
　
　
　

軽
自
動
車
商
用
タ
イ
プ

　
　
　
　
　
　

１
台

●
お
問
い
合
わ
せ　

総
務
管
理
課

　

TEL
0
7
9
‐
4
2
4
‐
3
3
5
5

　
印
刷
物
入
札

　
公
用
車
の
入
札
説
明
会
に
つ
い
て

会
議
所
か
ら
の

会
議
所
か
ら
の
お
し
ら
せ

お
し
ら
せ
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●ハンバーガーの日（20日）
　１９７１年のこの日、東京・銀座の三越デパート

１階に「マクドナルド」の日本１号店が開店した。

開店当日、１万人以上の客が詰めかけ、１日で100万

円以上の売り上げを記録した。当時の「ハンバーガ

ー」は１個80円であった。日本マクドナルド株式会

社が開店25周年を記念して１９９６年に制定。　　

　　　　　

　冷たい飲み物がおいしい季

節になりました。暑さが続く

毎日ですが、体調管理に気を

付けながら、何気ない日常の

中にある小さな幸せを大切に

過ごしていきたいと思います。

「今月の“こんな日”」「今月の“こんな日”」
広報委員の“つぶやき”商工かこがわ７月号

発　行　
　2026年７月１日
発行人　
　加古川商工会議所
　 〒675-0064
　 加古川市加古川町溝之口800

（079）424-3355（代表）
（079）424-7157

TEL
FAX

●●●●●●●●●●●７月の会議所カレンダー７月の会議所カレンダー
日 曜日 行　　　事
1
3
4
6
8

水
金
土
月
水

広報委員会
無料 法律相談
かこがわ創業塾2026（1回目）
源泉所得税（納期特例分）申告相談日
源泉所得税（納期特例分）申告相談日

●「個別経営相談会」は事前予約が必要です。あらかじめご相談内容をお知らせください。（※）
●無料相談は、変更・中止となることがあります。お手数ですが、事前にお問合せください。
⇒日本政策金融公庫による「金融相談」は事前予約が必要です。（※）
⇒「不動産相談」は【完全予約制】の【電話相談のみ】となり、７月24日㈮までに予約が必要です。（☆）
≪問合わせ・予約連絡先≫ ※印：加古川商工会議所　電話０７９－４２４－３３５５
 　　　　　　　　　　  　☆印：（一社）兵庫県宅地建物取引業協会 加古川支部　電話０７９－４２４－０８３２

日 曜日 行　　　事
11
17
23
25
28

【個別経営相談会】１・２・７・８・９・14・15・16・21・22・23・28・29・30日

土
金
木
土
火

かこがわ創業塾2026（2回目）
無料 法律相談
一日公庫（金融相談会）
かこがわ創業塾2026（3回目）
無料 不動産相談

　加古川市では、市内店舗や消費者を支援するため、令和８年８月１日㈯から８月31日㈪ま
での１か月間にわたり、市内の対象店舗でキャッシュレス決済サービス「PayPay」を利用す
ると、決済金額の最大20％がポイント還元されるキャンペーン（付与上限：
期間中3,000ポイント、１回あたり1,000ポイント）を実施します。キャン
ペーン対象店舗の新規登録など、くわしくは市ホームページを確認してくだ
さい。

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

キャッシュレス決済キャンペーンを実施します

【お問い合わせ】加古川市 産業経済部 産業振興課　☎079-427-9756

　売上減少でお悩みの方、仕入・買掛決済資金や機械・車両等の設備導入資金をお考えの方、
現在返済中での借換や追加資金が必要な方などお気軽にご相談ください。公庫融資に関する
様々なご相談に応じます。
【日時】令和８年７月23日㈭10時～16時　【場所】加古川商工会議所　B１中会議室・B１特別室
　

【お問い合わせ】加古川商工会議所　指導課　TEL０７９－４２４－３３５５

一日公庫～金融相談会～を開催します 会
議
所
か
ら
の

会
議
所
か
ら
の
お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

令和8年6月１日現在

金利

融資限度額
融資期間

普通貸付
年3.50％～5.20％

※担保の有無等により異なります。
4,800万円以内

運転７年以内　設備10年以内


